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品川区豊町1丁目にある文庫の森です。文庫の森は国文学研究資料
館跡地を整備し、2013年に開園した歴史と防災を兼ね備えた公園で
す。文庫の森という名前は、1918年に三井財閥が資料保管のためにこ
の地に発足した三井文庫にちなんで名付けられました。
　こちらの文庫の森及び隣接する戸越公園の清掃・除草作業でシル
バー人材センターの会員3名が活躍しています。春の桜や夏の紫陽花、
秋の金木犀などの四季折々の見どころがあり、ランニングや散歩など
たくさんの方が利用されております。

会員総数
令和6年2月末日現在

2,125名

1,140名
男

985名
女

あ
と
が
き

職
員
の
人
事
異
動

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
、
就
業
相
談

は
決
ま
っ
た
日
時
に
担
当
理
事
が
ご

相
談
に
応
じ
る
か
た
ち
か
ら
、
各
拠

点
窓
口
で
い
つ
で
も
ご
相
談
を
受
け

付
け
る
か
た
ち
に
変
更
し
ま
す
。

　
何
か
ご
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る

場
合
は
、
直
接
拠
点
へ
ご
連
絡
・
ご

来
所
い
た
だ
け
れ
ば
職
員
が
対
応
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
所
属
す
る
地
区
の

地
区
委
員
を
通
じ
て
ご
連
絡
を
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
都
合
に
応
じ

て
ご
相
談
を
お
受
け
で
き
ま
す
の
で
、

ご
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
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ー
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０
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０
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０
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３

シルバー

作業中の関矢道男会員

就
業
相
談
に
つ
い
て

春
は
入
学
・
卒
業
の
季
節
で
あ
り
、ま

た
春
を
待
つ
木
々
が
花
を
咲
か
せ
る
季
節

で
も
あ
る
。春
の
花
と
い
え
ば
桜
で
は
な

い
か
と
私
は
思
う
。

　
桜
の
花
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。

　
品
川
の
桜
の
名
所
と
い
え
ば
御
殿
山
が

す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
。太
田
道
灌
の
館
が

あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、将
軍
の
鷹
狩

り
の
休
息
所
や
大
名
な
ど
を
招
い
て
の
茶

会
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　
御
殿
山
は
寛
文
年
間（
１
６
６
１
〜

73
）に
桜
の
名
所
と
し
て
有
名
に
な
っ
た

が
、元
禄
15
年（
１
７
０
２
）年
２
月
11

日
の
四
ツ
谷
太
宗
寺
付
近
で
発
生
し
た
火

災
で
麻
布
御
殿
と
共
に
焼
失
し
、そ
の
後

の
再
建
は
な
か
っ
た
。『
品
川
町
史
』に
よ

れ
ば
、御
殿
山
に
は
桜
６
０
０
本
、松
５

本
、そ
の
他
が
植
樹
さ
れ
御
殿
が
無
く

な
っ
て
か
ら
は
、吉
宗
の
植
樹
と
開
放
政

策
に
よ
っ
て
、風
光
明
媚
な
娯
楽
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
た
。

　
当
時
は
茶
店
が
あ
り
、酒
や
田
楽
を
焼

い
て
売
っ
て
い
た
そ
う
だ
。山
の
上
か
ら

の
景
色
も
よ
く
、海
と
帆
船
が
見
え
て
、

花
見
に
興
じ
て
い
る
人
々
が
楽
し
め
て
い

た
と
い
う
。

　
現
在
は
、高
い
ビ
ル
等
が
建
っ
て
い
て

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、機
会
が
あ
っ

た
ら
、是
非
御
殿
山
の
桜
を
見
物
に
出
か

け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　  

担
当
理
事
　
和
泉
　
秀
雄

中
俣
　
勝
太
朗

横
岡
　
秀
樹

４
月
１
日
付
次
長
昇
任

鈴
木
　
祥
司

山
崎
　
高
裕

３
月
31
日
付
定
年
退
職

本
部
次
長
引
き
続
き
本
部

　
　
　
再
任
用
と
し
て
勤
務

菅
井
　
竜
也

４
月
１
日
付
人
事
異
動

東
大
井
支
所
次
長

　
　
▽
東
大
井
支
所
所
長

三
樹
　
秀
和

荏
原
支
部
主
任

　
　
▽
本
部
主
任

横
岡
　
秀
樹

東
大
井
支
所
主
任

　
　
▽
荏
原
支
部
次
長

相
ケ
瀬
　
加
代
子

本
部
再
任
用

　
　
▽
東
大
井
支
所
再
任
用

東
大
井
支
所
所
長

引
き
続
き
東
大
井
支
所

　
　
　
再
任
用
と
し
て
勤
務

荏
原
支
部
次
長

本
部
次
長春の訪れを感じる『文庫の森』春の訪れを感じる『文庫の森』
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令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
　事
務
局
長

　古
巻
　祐
介

年間事業目標

会員数（名）

就業実人員（名）

契約金額（請負・委任）（千円）

契約金額（派遣）（千円）

受託件数（件）

2,300

1,850

1,184,000

22,000

13,500

収支予算書

科　　目

経常収益（千円）

経常費用（千円）

当期経常増減額（千円）

1,309,552

1,313,161

 △3,609

206

2,630

△2,424

金　　額 前 年 比

写
真
右
側
か
ら

（
最
優
秀
賞
）

加
藤
　
弘
　
　
　
会
員

　（優
秀
賞
）

小
坂
井
　
里
美
　
会
員

　（最
優
秀
賞
）

髙
橋
　
悦
夫
　
　
会
員

　（優
秀
賞
）

隈
澤
　
麗
子
　
　
会
員

令
和
6
年
度

  

安
全
標
語
優
秀
作
品
決
定
!！

テ
ー
マ
① 

自
転
車
事
故
防
止

テ
ー
マ
② 

転
倒
事
故
防
止

安
全
対
策
に
つ
い
て

● 

転
倒
事
故
防
止
と
Ｋ
Ｙ
活
動
　

　
令
和
５
年
度
の
傷
害
事
故
の
発
生

状
況
は
、３
月
15
日
の
時
点
で
昨
年

同
時
期
の
16
件
か
ら
10
件
へ
と
減
少

し
ま
し
た
。し
か
し
、加
齢
な
ど
体

力
低
下
が
原
因
と
み
ら
れ
る
転
倒
・

転
落
事
故
の
割
合
が
多
い
状
況
で

す
。転
倒
・
転
落
事
故
は
、発
生
す
る

と
仕
事
に
支
障
の
出
る
重
篤
な
事

故
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。実

際
に
、今
年
度
発
生
し
た
10
件
の
中

に
は
仕
事
へ
の
復
帰
が
厳
し
く

な
っ
た
事
故
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、転
倒
・
転
落
を
原
因
と
す
る

傷
害
事
故
は
７
件
と
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、う
ち
２
件
は
就
業
へ

の
往
復
の
際
に
転
倒
し
救
急
搬
送
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
継
続
は
力
な
り
と
い
い
ま
す
が
、

つ
ま
先
立
ち
体
操
の
継
続
や
、い
つ

転
ぶ
か
わ
か
ら
な
い
・
も
し
か
す
る

と
足
が
滑
る
か
も
し
れ
な
い
、事
故

防
止
に
何
が
必
要
か
な
ど
Ｋ
Ｙ（
危

険
予
知
）を
実
践
し
、事
故
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　
Ｋ
Ｙ
を
実
践
す
る
に
は
、例
え
ば
、

雨
が
降
っ
て
い
る
時
に
は
マ
ン
ホ
ー

ル
や
側
溝
の
蓋
な
ど
滑
り
や
す
い
所

に
気
を
つ
け
る
、加
齢
を
意
識
し
て
足

を
意
識
的
に
あ
げ
る
な
ど
、ち
ょ
っ

と
し
た
事
に
も
注
意
を
向
け
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。会
員
の
皆

さ
ま
ひ
と
り
ひ
と
り
が
十
分
に
意
識

し
て
Ｋ
Ｙ
を
実
践
し
、怪
我
な
く
過

ご
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、仕
事
場
で
は
常
に
周
囲
の

状
況
に
注
意
し
作
業
を
行
う
こ
と
。

マ
ン
シ
ョ
ン
等
で
階
段
清
掃
を
す
る

際
に
は
特
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
、絶
対
に
転
落
事
故
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

● 

自
転
車
の
安
全
な
利
用

　
昨
年
の
道
路
交
通
法
の
改
正
で
自

転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、実

は
東
京
都
で
は
平
成
25
年
か
ら「
東

京
都
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利

用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」に
よ

り
、既
に
努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
自
転
車
事
故
に
よ
る
死
者
の
７

割
が
頭
部
受
傷
に
よ
る
も
の
で
、高

齢
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
最

も
低
い
の
が
現
状
で
す
。会
員
の
皆

さ
ん
も
自
分
の
命
を
守
る
た
め
、自

転
車
利
用
時
に
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

応
募
総
数 

40
点

テ
ー
マ
①  

自
転
車
事
故
防
止
20
点

テ
ー
マ
②  

転
倒
事
故
防
止
20
点

　
テ
ー
マ
ご
と
に
最
優
秀
・
優
秀
賞

各
一
点
を
12
月
12
日（
火
）の
選
考
委

員
会
で
決
定
し
、
１
月
22
日（
月
）理

事
会
前
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

  

最
優
秀
賞

戸
越
地
区
　
　
　
加
藤
　
弘
　
会
員

　「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
つ
け
て
安
心

 

　
　
　
　
　
　
　 

我
が
命
」

優
秀
賞

大
井
地
区
　
小
坂
井
　
里
美
　
会
員

　「
か
ぶ
ろ
う
よ
　
命
を
守
る

 

　
　
　
　
　 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
」

  

　
　

最
優
秀
賞

中
延
地
区
　
　
髙
橋
　
悦
夫
　
会
員

　「
慣
れ
た
道
　
慣
れ
た
職
場
に

 

　
　
　
　
　 

事
故
の
タ
ネ
」

優
秀
賞

大
井
東
地
区
　
隈
澤
　
麗
子
　
会
員

　「
足
元
を
　
し
っ
か
り
見
ま
し
ょ
う

 

　
　
　
　
　
　 

転
倒
防
止
」

　
な
お
、
選
考
委
員
会
で
は
、
会
長
・

副
会
長
・
常
務
理
事
・
安
全
管
理
委

員
長
・
副
委
員
長
２
名
の
計
６
名
の

委
員
が
選
考
を
行
い
ま
し
た
。
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た
な
広
告
手
法
の
導
入
、
入
会
説
明
会

の
定
例
化
な
ど
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
認
知
度
向
上
を
図
り
つ
つ
、

新
規
会
員
の
獲
得
を
よ
り
一
層
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

３ 

安
全
就
業
対
策
の
推
進

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
傷
害
事
故

件
数
は
、
昨
年
度
に
比
べ
る
と
減
少
し

た
も
の
の
、
重
篤
な
事
故
も
発
生
し
て

お
り
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く「
発
生

事
故
ゼ
ロ
」を
目
指
し
、
よ
り
一
層
強

力
に
安
全
就
業
対
策
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
最
後
に
令
和
６
年
度
収
支
予
算
に

つ
い
て
は
以
下
の
通
り
編
成
い
た
し

ま
し
た
。
な
お
、
収
益
と
費
用
で
差
引

き
の
赤
字
予
算
に
な
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
層
の
経
費
削
減
に
努
め

る
と
と
も
に
常
に
コ
ス
ト
を
意
識
し

た
事
務
処
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

大
と
就
業
開
拓
を
進
め
て
い
く
。

③ 

引
き
続
き
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、 

安
全
就
業
の
取
組
み
を
継
続
す

る
。

主
な
事
業
計
画

1 

就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大

請
負
・
委
任
事
業
は
、
特
に
民
間
の

受
託
件
数
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て

お
り
、
発
注
先
の
新
規
開
拓
が
急
務
で

す
。
ま
た
、シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
で
は
、

紙
媒
体
で
の
広
報
に
加
え
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
広
告
媒
体

の
活
用
で
、
新
た
な
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
も
努
め
る
な
ど
、
取
組
み
の
充
実

に
加
え
未
開
拓
分
野
の
掘
り
起
こ
し

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2 

普
及
啓
発
事
業

会
員
数
に
つ
い
て
は
２
月
末
現
在

で
２
１
２
５
人
と
、
昨
年
同
月
比
マ

イ
ナ
ス
25
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過

去
３
年
間
と
比
較
す
る
と
減
少
の
幅

は
小
さ
く
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
役
員
に
よ
る
街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新

令
和
６
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
悪
化
し
た
業
績
の
回
復
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
、
契
約
実
績
を
確
実
に
プ
ラ
ス

に
転
じ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
や
今
後

の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
施
行
に
伴
う
変

化
も
見
込
ま
れ
、
先
行
き
の
見
通
し
は

難
し
い
状
況
で
す
が
、
的
確
な
財
政
運

営
で
困
難
な
状
況
を
乗
り
切
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ほ
か
に
も
、
会
員
数
の
回
復
も
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
ま
た
安
全
就
業
に
対

す
る
取
組
み
も
手
を
緩
め
ず
に
実
施
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

引
続
き
こ
れ
ら
セ
ン
タ
ー
が
抱
え
る

諸
課
題
を
着
実
に
解
決
し
な
が
ら
事
業

の
進
展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
で
令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
昨
年
同
様
、
次
の
３

つ
を
基
本
方
針
と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。

① 

現
会
員
数
の
維
持
及
び
会
員
増
を

目
指
し
、
年
間
を
通
じ
多
様
な
取

組
み
を
行
う

② 

請
負
・
委
任
事
業
の
見
直
し
回
復 

と
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
取
組
み
の

充
実
・
拡
大
に
よ
り
就
業
機
会
の
拡
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令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
　事
務
局
長

　古
巻
　祐
介

年間事業目標

会員数（名）

就業実人員（名）

契約金額（請負・委任）（千円）

契約金額（派遣）（千円）

受託件数（件）

2,300

1,850

1,184,000

22,000

13,500

収支予算書

科　　目

経常収益（千円）

経常費用（千円）

当期経常増減額（千円）

1,309,552

1,313,161

 △3,609

206

2,630

△2,424

金　　額 前 年 比

写
真
右
側
か
ら

（
最
優
秀
賞
）

加
藤
　
弘
　
　
　
会
員

　（優
秀
賞
）

小
坂
井
　
里
美
　
会
員

　（最
優
秀
賞
）

髙
橋
　
悦
夫
　
　
会
員

　（優
秀
賞
）

隈
澤
　
麗
子
　
　
会
員

令
和
6
年
度

  

安
全
標
語
優
秀
作
品
決
定
!！

テ
ー
マ
① 

自
転
車
事
故
防
止

テ
ー
マ
② 

転
倒
事
故
防
止

安
全
対
策
に
つ
い
て

● 

転
倒
事
故
防
止
と
Ｋ
Ｙ
活
動
　

　
令
和
５
年
度
の
傷
害
事
故
の
発
生

状
況
は
、３
月
15
日
の
時
点
で
昨
年

同
時
期
の
16
件
か
ら
10
件
へ
と
減
少

し
ま
し
た
。し
か
し
、加
齢
な
ど
体

力
低
下
が
原
因
と
み
ら
れ
る
転
倒
・

転
落
事
故
の
割
合
が
多
い
状
況
で

す
。転
倒
・
転
落
事
故
は
、発
生
す
る

と
仕
事
に
支
障
の
出
る
重
篤
な
事

故
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。実

際
に
、今
年
度
発
生
し
た
10
件
の
中

に
は
仕
事
へ
の
復
帰
が
厳
し
く

な
っ
た
事
故
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、転
倒
・
転
落
を
原
因
と
す
る

傷
害
事
故
は
７
件
と
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、う
ち
２
件
は
就
業
へ

の
往
復
の
際
に
転
倒
し
救
急
搬
送
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
継
続
は
力
な
り
と
い
い
ま
す
が
、

つ
ま
先
立
ち
体
操
の
継
続
や
、い
つ

転
ぶ
か
わ
か
ら
な
い
・
も
し
か
す
る

と
足
が
滑
る
か
も
し
れ
な
い
、事
故

防
止
に
何
が
必
要
か
な
ど
Ｋ
Ｙ（
危

険
予
知
）を
実
践
し
、事
故
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　
Ｋ
Ｙ
を
実
践
す
る
に
は
、例
え
ば
、

雨
が
降
っ
て
い
る
時
に
は
マ
ン
ホ
ー

ル
や
側
溝
の
蓋
な
ど
滑
り
や
す
い
所

に
気
を
つ
け
る
、加
齢
を
意
識
し
て
足

を
意
識
的
に
あ
げ
る
な
ど
、ち
ょ
っ

と
し
た
事
に
も
注
意
を
向
け
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。会
員
の
皆

さ
ま
ひ
と
り
ひ
と
り
が
十
分
に
意
識

し
て
Ｋ
Ｙ
を
実
践
し
、怪
我
な
く
過

ご
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、仕
事
場
で
は
常
に
周
囲
の

状
況
に
注
意
し
作
業
を
行
う
こ
と
。

マ
ン
シ
ョ
ン
等
で
階
段
清
掃
を
す
る

際
に
は
特
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
、絶
対
に
転
落
事
故
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

● 

自
転
車
の
安
全
な
利
用

　
昨
年
の
道
路
交
通
法
の
改
正
で
自

転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、実

は
東
京
都
で
は
平
成
25
年
か
ら「
東

京
都
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利

用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」に
よ

り
、既
に
努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
自
転
車
事
故
に
よ
る
死
者
の
７

割
が
頭
部
受
傷
に
よ
る
も
の
で
、高

齢
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
最

も
低
い
の
が
現
状
で
す
。会
員
の
皆

さ
ん
も
自
分
の
命
を
守
る
た
め
、自

転
車
利
用
時
に
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

応
募
総
数 

40
点

テ
ー
マ
①  
自
転
車
事
故
防
止
20
点

テ
ー
マ
②  
転
倒
事
故
防
止
20
点

　
テ
ー
マ
ご
と
に
最
優
秀
・
優
秀
賞

各
一
点
を
12
月
12
日（
火
）の
選
考
委

員
会
で
決
定
し
、
１
月
22
日（
月
）理

事
会
前
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

  

最
優
秀
賞

戸
越
地
区
　
　
　
加
藤
　
弘
　
会
員

　「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
つ
け
て
安
心

 

　
　
　
　
　
　
　 

我
が
命
」

優
秀
賞

大
井
地
区
　
小
坂
井
　
里
美
　
会
員

　「
か
ぶ
ろ
う
よ
　
命
を
守
る

 

　
　
　
　
　 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
」

  

　
　

最
優
秀
賞

中
延
地
区
　
　
髙
橋
　
悦
夫
　
会
員

　「
慣
れ
た
道
　
慣
れ
た
職
場
に

 

　
　
　
　
　 

事
故
の
タ
ネ
」

優
秀
賞

大
井
東
地
区
　
隈
澤
　
麗
子
　
会
員

　「
足
元
を
　
し
っ
か
り
見
ま
し
ょ
う

 

　
　
　
　
　
　 

転
倒
防
止
」

　
な
お
、
選
考
委
員
会
で
は
、
会
長
・

副
会
長
・
常
務
理
事
・
安
全
管
理
委

員
長
・
副
委
員
長
２
名
の
計
６
名
の

委
員
が
選
考
を
行
い
ま
し
た
。
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た
な
広
告
手
法
の
導
入
、
入
会
説
明
会

の
定
例
化
な
ど
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
認
知
度
向
上
を
図
り
つ
つ
、

新
規
会
員
の
獲
得
を
よ
り
一
層
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

３ 

安
全
就
業
対
策
の
推
進

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
傷
害
事
故

件
数
は
、
昨
年
度
に
比
べ
る
と
減
少
し

た
も
の
の
、
重
篤
な
事
故
も
発
生
し
て

お
り
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く「
発
生

事
故
ゼ
ロ
」を
目
指
し
、
よ
り
一
層
強

力
に
安
全
就
業
対
策
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
最
後
に
令
和
６
年
度
収
支
予
算
に

つ
い
て
は
以
下
の
通
り
編
成
い
た
し

ま
し
た
。
な
お
、
収
益
と
費
用
で
差
引

き
の
赤
字
予
算
に
な
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
層
の
経
費
削
減
に
努
め

る
と
と
も
に
常
に
コ
ス
ト
を
意
識
し

た
事
務
処
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

大
と
就
業
開
拓
を
進
め
て
い
く
。

③ 

引
き
続
き
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、 

安
全
就
業
の
取
組
み
を
継
続
す

る
。

主
な
事
業
計
画

1 

就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大

請
負
・
委
任
事
業
は
、
特
に
民
間
の

受
託
件
数
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て

お
り
、
発
注
先
の
新
規
開
拓
が
急
務
で

す
。
ま
た
、シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
で
は
、

紙
媒
体
で
の
広
報
に
加
え
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
広
告
媒
体

の
活
用
で
、
新
た
な
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
も
努
め
る
な
ど
、
取
組
み
の
充
実

に
加
え
未
開
拓
分
野
の
掘
り
起
こ
し

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2 

普
及
啓
発
事
業

会
員
数
に
つ
い
て
は
２
月
末
現
在

で
２
１
２
５
人
と
、
昨
年
同
月
比
マ

イ
ナ
ス
25
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過

去
３
年
間
と
比
較
す
る
と
減
少
の
幅

は
小
さ
く
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
役
員
に
よ
る
街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新

令
和
６
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
悪
化
し
た
業
績
の
回
復
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
、
契
約
実
績
を
確
実
に
プ
ラ
ス

に
転
じ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
や
今
後

の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
施
行
に
伴
う
変

化
も
見
込
ま
れ
、
先
行
き
の
見
通
し
は

難
し
い
状
況
で
す
が
、
的
確
な
財
政
運

営
で
困
難
な
状
況
を
乗
り
切
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ほ
か
に
も
、
会
員
数
の
回
復
も
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
ま
た
安
全
就
業
に
対

す
る
取
組
み
も
手
を
緩
め
ず
に
実
施
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

引
続
き
こ
れ
ら
セ
ン
タ
ー
が
抱
え
る

諸
課
題
を
着
実
に
解
決
し
な
が
ら
事
業

の
進
展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
で
令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
昨
年
同
様
、
次
の
３

つ
を
基
本
方
針
と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。

① 

現
会
員
数
の
維
持
及
び
会
員
増
を

目
指
し
、
年
間
を
通
じ
多
様
な
取

組
み
を
行
う

② 

請
負
・
委
任
事
業
の
見
直
し
回
復 

と
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
取
組
み
の

充
実
・
拡
大
に
よ
り
就
業
機
会
の
拡
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好
き
な
デ
ザ
イ
ン
を
私
の
手
で

品
川
北
地
区

　古
賀

　節
子

作業中の河野会員作業中の香取会員

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

会員の皆様 普段やっていること、これからしようと思っていること、どんなことでも結構です。投稿を歓迎します。
写真やこんな趣味等募集しています。事務局まで

令
和
６
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て

【
日
時
】

６
月
21
日（
金
）13
時
30
分
か
ら

【
会
場
】

き
ゅ
り
あ
ん
大
ホ
ー
ル

　
定
時
総
会
は
、
定
款
に
基
づ
き

年
一
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
令
和
６

年
度
は
、
き
ゅ
り
あ
ん
の
改
修
工

事
も
終
了
し
た
た
め
、
３
年
ぶ
り

に
き
ゅ
り
あ
ん
大
ホ
ー
ル
で
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
決
算
の
承
認
な

ど
が
行
わ
れ
る
重
要
な
会
議
で

す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
の
ご
都
合
が
つ
か

な
い
場
合
に
は
、
委
任
状
の
提
出

（
は
が
き
の
返
送
）を
お
願
い
し

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
し
ば
ら
く
開
催
が
で

き
な
か
っ
た
春
の
日
帰
り
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
す
が
、
様
々

な
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
状

況
で
、
実
施
を
計
画
し
て
い
る
地

区
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
ご
自
分
の
地
区
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
は
各
地
区
の
地
区
委

員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
行
動
の
制
限
は
緩
和
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
無
く
な
っ
た
訳
で
は

な
い
の
で
、
参
加
に
際
し
て
は
基

本
的
な
感
染
症
対
策（
う
が
い
・

手
洗
い
・
換
気
等
）を
お
忘
れ
な

く
。

春
の
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
つ
い
て

て
い
る
こ
と
が
一
番
の
秘
訣
だ
よ
。」と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
歩
く
こ
と
が
健

康
長
寿
に
良
い
こ
と
を
各
メ
デ
ィ
ア
で

見
聞
き
し
ま
す
が
、
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
啓
発
事
業
で
就
業
中
の
皆
さ
ん
の
元

気
な
姿
に
接
す
る
と
、
歩
く
こ
と
の
重

要
性
を
つ
く
づ
く
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
啓
発
事
業
は
屋

外
作
業
の
為
、
夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
で

す
が
、
地
域
貢
献
を
し
な
が
ら
健
康
維

持
に
も
繋
が
る
お
仕
事
で
す
。
ま
た
グ

ル
ー
プ
就
業
の
為
、
先
輩
会
員
に
教
わ

り
な
が
ら
で
き
る
の
も
魅
力
で
す
。
普

段
か
ら
散
歩
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
方
な

ど
は
、そ
の
パ
ワ
ー
を
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
啓
発
事
業
で
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

興
味
の
あ
る
方
は
荏
原
支
部
の
横
岡
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　（
☎
5
7
5
1
―
３
３
３
4
）

　
オ
レ
ン
ジ
色
の
ベ
ス
ト
を
着
て「
歩
き

た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
」と
書
か
れ
た

た
す
き
を
掛
け
た
方
を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
品
川
区
役
所
か

ら
受
託
し
て
い
る
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

啓
発
事
業
で
就
業
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
仲
間
の
方
々
で
す
。

　
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
啓
発
事
業
の
就

業
内
容
は
大
き
く
分
け
る
と
３
つ
で
す
。

①
　
歩
行
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
を
し
て
い

　
　
る
方
を
見
か
け
た
際
に
、
声
掛
け
・

　
　
啓
発
を
す
る
。

②
　
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
中
心

　
　
に
、
ご
み
拾
い
を
行
い
地
域
美
化

　
　
に
努
め
る
。

③
　
駅
付
近
に
指
定
喫
煙
所
が
あ
る
駅

　
　
は
、
喫
煙
所
の
清
掃
を
行
う
。

　
担
当
す
る
駅
に
よ
り
就
業
形
態
が
異

な
り
ま
す
が
、
１
日
３
〜
６
時
間
駅
周

辺
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
就
業
す
る
会

員
は
全
駅
で
85
名
。
そ
の
約
半
数
が
80

歳
以
上
の
方
で
、
90
歳
代
の
会
員
が
３

名
も
元
気
に
活
躍
中
で
す
。
皆
さ
ん
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
健
脚
ぶ
り
で
、
健

康
の
秘
訣
を
お
聞
き
す
る
と
、「
足
が
痛

か
っ
た
り
す
る
け
ど
、
仕
事
で
歩
い
て

い
る
と
調
子
が
良
い
。
こ
の
仕
事
を
し

畳
張
り
替
え
作
業

喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
啓
発
事
業

職
場
紹
介
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作業中の河野会員作業中の香取会員

　
元
々
、細
か
い
作
業
が
好

き
で
刺
繍
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

を
し
て
い
ま
し
た
。
時
間
や

お
金
も
な
く
本
や
近
所
の
手

芸
屋
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
主
人
に
セ
ー
タ
ー
、

子
ど
も
に
ベ
ス
ト
や
パ
ン
ツ

を
編
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
あ
る
日
、布
地
を
買
い
に

行
っ
た
際
に
た
ま
た
ま
飾
っ

て
あ
っ
た
ベ
ス
ト
を
見
て
私

に
も
作
れ
そ
う
と
思
っ
た
の

が
手
芸
を
本
格
的
に
始
め
る

き
っ
か
け
で
し
た
。

　
店
員
さ
ん
に
作
り
方
を
尋

ね
る
と
メ
リ
ヤ
ス
編
み
が
で

き
れ
ば
作
れ
ま
す
よ
と
簡
単

に
言
わ
れ
ま
し
た
が
最
初
か

ら
躓
き
、思
う
よ
う
に
作
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
シ

ル
バ
ー
会
員
の
仲
間
に
相
談

す
る
と
南
品
川
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
の
編
み
物
教
室
を
紹

介
さ
れ
基
礎
か
ら
習
い
ま
し

た
。過

去
一
番
の
大
作
は
夏
物

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
写
真
）で

す
。
約
半
年
か
か
り
ま
し

た
。
片
は
ぎ
は
左
右
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
と
て

も
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

完
成
し
た
時
に
は
嬉
し
さ

と
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　
今
は
余
り
糸
を
組
み
合

わ
せ
て
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ

れ
な
ベ
ス
ト
を
主
人
用
に

作
製
中
で
す
。

　
手
芸
は
外
に
出
ず
家
の

中
で
あ
い
ま
の
時
間
に
少

し
ず
つ
で
き
る
と
こ
ろ
が

と
て
も
魅
力
で
す
。
ま
た
、

常
に
目
数
を
数
え
な
が
ら

指
先
を
動
か
す
の
で
頭
の

体
操
に
も
な
り
ま
す
。
皆

さ
ま
に
も
お
す
す
め
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
の
技
能
職
の
ひ
と
つ
に

畳
張
り
替
え
作
業
が
あ
り
ま
す
。昨

今
は
洋
間
が
増
え
和
室
が
減
り
ま
し

た
。町
の
畳
屋
さ
ん
も
激
減
す
る
中
、

シ
ル
バ
ー
で
は
２
名
の
会
員
が
一
般

家
庭
や
福
祉
施
設
、町
会
等
か
ら
の

仕
事
を
こ
な
し
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
畳
は
見
た
目
や
あ
の
落
ち
着

く
香
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
吸
放
湿

効
果
に
よ
る
防
カ
ビ
効
果
や
断
熱

性
・
保
温
性
、ま
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の

床
と
比
較
し
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
高

い
た
め
、転
倒
時
の
怪
我
の
軽
減
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。畳
の
部

屋
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、家
の
畳
を

新
し
く
張
り
替
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

関
東
大
震
災
直
後
に
親
が
開
業

し
て
か
ら
２
代
目
の
私
で
そ
ろ
そ
ろ

１
０
０
年
に
な
り
ま
す
。65
年
も
の

長
い
間
、地
元
の
人
々
の
支
え
に
よ

り
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。同
業
者
の

方
々
が
廃
業
し
て
無
く
な
っ
て
き
て

寂
し
い
時
代
で
す
が
、体
が
健
康
な

限
り
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
居
り

ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
親
子
２
代

に
わ
た
り
仕
事
が
出
来
る
こ
と
を

有
難
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
６
月
荏
原
町
の
お
寺
の
畳

工
事
を
し
た
時
に
す
ご
く
喜
ん
で

い
た
だ
き
、記
念
写
真
を
撮
っ
て
感

謝
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

香
取
会
員

河
野
会
員



好
き
な
デ
ザ
イ
ン
を
私
の
手
で

品
川
北
地
区

　古
賀

　節
子

作業中の河野会員作業中の香取会員

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

会員の皆様 普段やっていること、これからしようと思っていること、どんなことでも結構です。投稿を歓迎します。
写真やこんな趣味等募集しています。事務局まで

令
和
６
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て

【
日
時
】

６
月
21
日（
金
）13
時
30
分
か
ら

【
会
場
】

き
ゅ
り
あ
ん
大
ホ
ー
ル

　
定
時
総
会
は
、
定
款
に
基
づ
き

年
一
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
令
和
６

年
度
は
、
き
ゅ
り
あ
ん
の
改
修
工

事
も
終
了
し
た
た
め
、
３
年
ぶ
り

に
き
ゅ
り
あ
ん
大
ホ
ー
ル
で
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
決
算
の
承
認
な

ど
が
行
わ
れ
る
重
要
な
会
議
で

す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
の
ご
都
合
が
つ
か

な
い
場
合
に
は
、
委
任
状
の
提
出

（
は
が
き
の
返
送
）を
お
願
い
し

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
し
ば
ら
く
開
催
が
で

き
な
か
っ
た
春
の
日
帰
り
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
す
が
、
様
々

な
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
状

況
で
、
実
施
を
計
画
し
て
い
る
地

区
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
ご
自
分
の
地
区
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
は
各
地
区
の
地
区
委

員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
行
動
の
制
限
は
緩
和
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
無
く
な
っ
た
訳
で
は

な
い
の
で
、
参
加
に
際
し
て
は
基

本
的
な
感
染
症
対
策（
う
が
い
・

手
洗
い
・
換
気
等
）を
お
忘
れ
な

く
。

春
の
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
つ
い
て

て
い
る
こ
と
が
一
番
の
秘
訣
だ
よ
。」と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
歩
く
こ
と
が
健

康
長
寿
に
良
い
こ
と
を
各
メ
デ
ィ
ア
で

見
聞
き
し
ま
す
が
、
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
啓
発
事
業
で
就
業
中
の
皆
さ
ん
の
元

気
な
姿
に
接
す
る
と
、
歩
く
こ
と
の
重

要
性
を
つ
く
づ
く
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
啓
発
事
業
は
屋

外
作
業
の
為
、
夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
で

す
が
、
地
域
貢
献
を
し
な
が
ら
健
康
維

持
に
も
繋
が
る
お
仕
事
で
す
。
ま
た
グ

ル
ー
プ
就
業
の
為
、
先
輩
会
員
に
教
わ

り
な
が
ら
で
き
る
の
も
魅
力
で
す
。
普

段
か
ら
散
歩
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
方
な

ど
は
、そ
の
パ
ワ
ー
を
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
啓
発
事
業
で
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

興
味
の
あ
る
方
は
荏
原
支
部
の
横
岡
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　（
☎
5
7
5
1
―
３
３
３
4
）

　
オ
レ
ン
ジ
色
の
ベ
ス
ト
を
着
て「
歩
き

た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
」と
書
か
れ
た

た
す
き
を
掛
け
た
方
を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
品
川
区
役
所
か

ら
受
託
し
て
い
る
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

啓
発
事
業
で
就
業
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
仲
間
の
方
々
で
す
。

　
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
啓
発
事
業
の
就

業
内
容
は
大
き
く
分
け
る
と
３
つ
で
す
。

①
　
歩
行
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
を
し
て
い

　
　
る
方
を
見
か
け
た
際
に
、
声
掛
け
・

　
　
啓
発
を
す
る
。

②
　
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
中
心

　
　
に
、
ご
み
拾
い
を
行
い
地
域
美
化

　
　
に
努
め
る
。

③
　
駅
付
近
に
指
定
喫
煙
所
が
あ
る
駅

　
　
は
、
喫
煙
所
の
清
掃
を
行
う
。

　
担
当
す
る
駅
に
よ
り
就
業
形
態
が
異

な
り
ま
す
が
、
１
日
３
〜
６
時
間
駅
周

辺
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
就
業
す
る
会

員
は
全
駅
で
85
名
。
そ
の
約
半
数
が
80

歳
以
上
の
方
で
、
90
歳
代
の
会
員
が
３

名
も
元
気
に
活
躍
中
で
す
。
皆
さ
ん
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
健
脚
ぶ
り
で
、
健

康
の
秘
訣
を
お
聞
き
す
る
と
、「
足
が
痛

か
っ
た
り
す
る
け
ど
、
仕
事
で
歩
い
て

い
る
と
調
子
が
良
い
。
こ
の
仕
事
を
し

畳
張
り
替
え
作
業

喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
啓
発
事
業

職
場
紹
介
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元
々
、細
か
い
作
業
が
好

き
で
刺
繍
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

を
し
て
い
ま
し
た
。
時
間
や

お
金
も
な
く
本
や
近
所
の
手

芸
屋
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
主
人
に
セ
ー
タ
ー
、

子
ど
も
に
ベ
ス
ト
や
パ
ン
ツ

を
編
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
あ
る
日
、布
地
を
買
い
に

行
っ
た
際
に
た
ま
た
ま
飾
っ

て
あ
っ
た
ベ
ス
ト
を
見
て
私

に
も
作
れ
そ
う
と
思
っ
た
の

が
手
芸
を
本
格
的
に
始
め
る

き
っ
か
け
で
し
た
。

　
店
員
さ
ん
に
作
り
方
を
尋

ね
る
と
メ
リ
ヤ
ス
編
み
が
で

き
れ
ば
作
れ
ま
す
よ
と
簡
単

に
言
わ
れ
ま
し
た
が
最
初
か

ら
躓
き
、思
う
よ
う
に
作
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
シ

ル
バ
ー
会
員
の
仲
間
に
相
談

す
る
と
南
品
川
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
の
編
み
物
教
室
を
紹

介
さ
れ
基
礎
か
ら
習
い
ま
し

た
。過

去
一
番
の
大
作
は
夏
物

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
写
真
）で

す
。
約
半
年
か
か
り
ま
し

た
。
片
は
ぎ
は
左
右
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
と
て

も
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

完
成
し
た
時
に
は
嬉
し
さ

と
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　
今
は
余
り
糸
を
組
み
合

わ
せ
て
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ

れ
な
ベ
ス
ト
を
主
人
用
に

作
製
中
で
す
。

　
手
芸
は
外
に
出
ず
家
の

中
で
あ
い
ま
の
時
間
に
少

し
ず
つ
で
き
る
と
こ
ろ
が

と
て
も
魅
力
で
す
。
ま
た
、

常
に
目
数
を
数
え
な
が
ら

指
先
を
動
か
す
の
で
頭
の

体
操
に
も
な
り
ま
す
。
皆

さ
ま
に
も
お
す
す
め
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
の
技
能
職
の
ひ
と
つ
に

畳
張
り
替
え
作
業
が
あ
り
ま
す
。昨

今
は
洋
間
が
増
え
和
室
が
減
り
ま
し

た
。町
の
畳
屋
さ
ん
も
激
減
す
る
中
、

シ
ル
バ
ー
で
は
２
名
の
会
員
が
一
般

家
庭
や
福
祉
施
設
、町
会
等
か
ら
の

仕
事
を
こ
な
し
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
畳
は
見
た
目
や
あ
の
落
ち
着

く
香
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
吸
放
湿

効
果
に
よ
る
防
カ
ビ
効
果
や
断
熱

性
・
保
温
性
、ま
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の

床
と
比
較
し
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
高

い
た
め
、転
倒
時
の
怪
我
の
軽
減
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。畳
の
部

屋
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、家
の
畳
を

新
し
く
張
り
替
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

関
東
大
震
災
直
後
に
親
が
開
業

し
て
か
ら
２
代
目
の
私
で
そ
ろ
そ
ろ

１
０
０
年
に
な
り
ま
す
。65
年
も
の

長
い
間
、地
元
の
人
々
の
支
え
に
よ

り
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。同
業
者
の

方
々
が
廃
業
し
て
無
く
な
っ
て
き
て

寂
し
い
時
代
で
す
が
、体
が
健
康
な

限
り
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
居
り

ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
親
子
２
代

に
わ
た
り
仕
事
が
出
来
る
こ
と
を

有
難
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
６
月
荏
原
町
の
お
寺
の
畳

工
事
を
し
た
時
に
す
ご
く
喜
ん
で

い
た
だ
き
、記
念
写
真
を
撮
っ
て
感

謝
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

香
取
会
員

河
野
会
員



（1） （8）第153号 第153号令和6年4月1日発行 令和 6年 4月 1日発行

品川区豊町1丁目にある文庫の森です。文庫の森は国文学研究資料
館跡地を整備し、2013年に開園した歴史と防災を兼ね備えた公園で
す。文庫の森という名前は、1918年に三井財閥が資料保管のためにこ
の地に発足した三井文庫にちなんで名付けられました。
　こちらの文庫の森及び隣接する戸越公園の清掃・除草作業でシル
バー人材センターの会員3名が活躍しています。春の桜や夏の紫陽花、
秋の金木犀などの四季折々の見どころがあり、ランニングや散歩など
たくさんの方が利用されております。

会員総数
令和6年2月末日現在

2,125名

1,140名
男

985名
女

あ
と
が
き

職
員
の
人
事
異
動

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
、
就
業
相
談

は
決
ま
っ
た
日
時
に
担
当
理
事
が
ご

相
談
に
応
じ
る
か
た
ち
か
ら
、
各
拠

点
窓
口
で
い
つ
で
も
ご
相
談
を
受
け

付
け
る
か
た
ち
に
変
更
し
ま
す
。

　
何
か
ご
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る

場
合
は
、
直
接
拠
点
へ
ご
連
絡
・
ご

来
所
い
た
だ
け
れ
ば
職
員
が
対
応
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
所
属
す
る
地
区
の

地
区
委
員
を
通
じ
て
ご
連
絡
を
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
都
合
に
応
じ

て
ご
相
談
を
お
受
け
で
き
ま
す
の
で
、

ご
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

本
部
　
北
品
川
３
|
11
|
16

　
　
　
☎
３
４
５
０
|
０
７
１
１

荏
原
支
部
　
荏
原
２
|
16
|
18

　
　
　
☎
５
７
５
１
|
３
３
３
４

東
大
井
支
所
　
東
大
井
１
|
４
|
14

　
　
　
☎
３
４
５
０
|
０
７
１
３

シルバー

作業中の関矢道男会員

就
業
相
談
に
つ
い
て

春
は
入
学
・
卒
業
の
季
節
で
あ
り
、ま

た
春
を
待
つ
木
々
が
花
を
咲
か
せ
る
季
節

で
も
あ
る
。春
の
花
と
い
え
ば
桜
で
は
な

い
か
と
私
は
思
う
。

　
桜
の
花
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。

　
品
川
の
桜
の
名
所
と
い
え
ば
御
殿
山
が

す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
。太
田
道
灌
の
館
が

あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、将
軍
の
鷹
狩

り
の
休
息
所
や
大
名
な
ど
を
招
い
て
の
茶

会
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　
御
殿
山
は
寛
文
年
間（
１
６
６
１
〜

73
）に
桜
の
名
所
と
し
て
有
名
に
な
っ
た

が
、元
禄
15
年（
１
７
０
２
）年
２
月
11

日
の
四
ツ
谷
太
宗
寺
付
近
で
発
生
し
た
火

災
で
麻
布
御
殿
と
共
に
焼
失
し
、そ
の
後

の
再
建
は
な
か
っ
た
。『
品
川
町
史
』に
よ

れ
ば
、御
殿
山
に
は
桜
６
０
０
本
、松
５

本
、そ
の
他
が
植
樹
さ
れ
御
殿
が
無
く

な
っ
て
か
ら
は
、吉
宗
の
植
樹
と
開
放
政

策
に
よ
っ
て
、風
光
明
媚
な
娯
楽
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
た
。

　
当
時
は
茶
店
が
あ
り
、酒
や
田
楽
を
焼

い
て
売
っ
て
い
た
そ
う
だ
。山
の
上
か
ら

の
景
色
も
よ
く
、海
と
帆
船
が
見
え
て
、

花
見
に
興
じ
て
い
る
人
々
が
楽
し
め
て
い

た
と
い
う
。

　
現
在
は
、高
い
ビ
ル
等
が
建
っ
て
い
て

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、機
会
が
あ
っ

た
ら
、是
非
御
殿
山
の
桜
を
見
物
に
出
か

け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　  

担
当
理
事
　
和
泉
　
秀
雄

中
俣
　
勝
太
朗

横
岡
　
秀
樹

４
月
１
日
付
次
長
昇
任

鈴
木
　
祥
司

山
崎
　
高
裕

３
月
31
日
付
定
年
退
職

本
部
次
長
引
き
続
き
本
部

　
　
　
再
任
用
と
し
て
勤
務

菅
井
　
竜
也

４
月
１
日
付
人
事
異
動

東
大
井
支
所
次
長

　
　
▽
東
大
井
支
所
所
長

三
樹
　
秀
和

荏
原
支
部
主
任

　
　
▽
本
部
主
任

横
岡
　
秀
樹

東
大
井
支
所
主
任

　
　
▽
荏
原
支
部
次
長

相
ケ
瀬
　
加
代
子

本
部
再
任
用

　
　
▽
東
大
井
支
所
再
任
用

東
大
井
支
所
所
長

引
き
続
き
東
大
井
支
所

　
　
　
再
任
用
と
し
て
勤
務

荏
原
支
部
次
長

本
部
次
長春の訪れを感じる『文庫の森』春の訪れを感じる『文庫の森』
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